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いはい!

●
●
● 

倉
吉
市
社
協
で
学
ぶ「
役
員・評
議
員
」合
同
視
察
研
修
会 

●
●
●

　

倉
吉
市
社
協
は
、
昭
和
53
年
、
地

区
社
協
連
絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、

小
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

（
住
民
同
士
が
網
の
目
の
よ
う
に
連

絡
・
連
携
し
な
が
ら
、
お
互
い
の
生

活
を
支
え
合
っ
て
い
く
活
動
）
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
組
織
構
成
は
、
13
地
区
社
協

の
下
に
２
２
２
の
小
地
域
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
町
内
会
単
位
）
を
持
ち
、

き
め
細
か
な
地
域
福
祉
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
倉
吉
市
内
13
地
区
社
協

の
中
で
上
井
（
あ
げ
い
）
地
区
社
協

活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
井
地
区
社
協
の
役
員
体
制
は
、

各
関
係
自
治
会
長
や
民
生
児
童
委

員
、
地
区
公
民
館
長
、
小
中
学
校
長
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ

た
理
事
会
・
評
議
員
会
の
２
部
体
制

で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
区
社
協
の
活
動
内
容
と
し
て

は
、
ふ
れ
あ
い
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

で
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
の
配

食
サ
ー
ビ
ス
を
毎
月
２
回
90
食
、
福

祉
協
力
員
１
２
３
名
に
よ
る
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
１
６
５
名
へ
の
声
か

け
安
否
確
認
、
地
区
住
民
福
祉
大
会

の
開
催
、
福
祉
研
修
会
、
あ
い
さ
つ

運
動
の
推
進
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の

開
催
、
地
区
福
祉
団
体
育
成
事
業
、

地
域
福
祉
計
画
策
定
、
地
区
社
協
だ

よ
り
の
発
行
等
で
す
。

　

市
内
、
13
地
区
社
協
の
活
動
拠
点

は
各
13
地
区
公
民
館
施
設
で
、
公
民

館
職
員
が
地
区
社
協
の
事
務
局
と
な

っ
て
活
動
を
支
え
、
公
民
館
活
動
と

一
体
的
に
地
区
社
協
活
動
を
行
い
、

地
域
福
祉
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
特
徴

的
な
地
域
福
祉
推
進
の
取
り
組
み
と

し
て
、
歴
史
の
深
さ
を
学
ん
だ
先
進

地
の
視
察
研
修
会
で
し
た
。

公
民
館
活
動
と
一
体
化
し
た
地
区
社
協
活
動
で
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る

　

美
作
市
社
協
は
、
役
員
・
評
議
員
合
同
研
修
会
を
10
月
７

日
㈮
、
先
進
地
、
倉
吉
市
社
協
で
視
察
し
、
地
区
社
協
活
動

や
小
地
域
福
祉
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
つ
い
て
ご
指
導

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
、
有
元
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
・
評
議
員
・

事
務
局
か
ら
30
名
が
参
加
。「
山
陰
の
小
京
都
と
い
わ
れ
る
倉

吉
は
、
時
を
超
え
、
懐
か
し
い
風
景
に
出
会
う
遙
か
な
街
が

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
素
晴
ら
し
い
街
で
す
。
こ
の
研
修
交

流
を
契
機
に
両
市
社
協
が
気
軽
に
情
報
交
換
が
で
き
る
よ
う

な
関
係
づ
く
り
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。」
と
小
谷
喜

寛
倉
吉
市
社
協
会
長
が
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
山
根
義
男
事
務
局

長
の
事
業
説
明
等
で
約
２
時
間
に
及
ぶ
合
同
研
修
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

歓迎のあいさつを行う小谷喜寛 倉吉市社協会長

質疑を行う新井和代評議員
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いはい!

　

10
月
25
日
㈫
、
作
東
地
域
社
協
の

研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
作

東
地
域
社
協
は
、
作
東
地
域
内
の
８

つ
の
地
区
社
協
で
構
成
さ
れ
て
い

て
、
研
修
会
や
各
地
区
社
協
の
情
報

交
換
等
を
通
し
て
、
作
東
地
域
の
福

祉
活
動
の
推
進
を
図
る
組
織
で
す
。

　

当
日
は
、
ま
ず
先
進
事
例
の
研
修

会
と
し
て
、
笠
岡
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
安
藤
係
長
と
笠
岡
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
の
清
水
会
長
を
お
招
き

し
、
笠
岡
市
の
地
区
社
協
活
動
に
つ

い
て
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。
安

藤
係
長
か
ら
は
、
地
区
社
協
は
「
行

政
サ
ー
ビ
ス
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
地

域
の
各
種
団
体
の
活
動
を
つ
な
げ
、

福
祉
を
学
ぶ
と
こ
ろ
」
と
い
う
役
割

を
担
う
こ
と
が
大
切
と
の
お
話
を
い

た
だ
き
、
ま
た
清
水
会
長
か
ら
は
、

役
員
が
毎
月
地
域
の
福
祉
課
題
を
話

し
合
い
、
見
守
り
活
動
と
し
て
、
一

人
暮
ら
し
の
方
へ
毎
月
訪
問
し
て
い

る
こ
と
な
ど
の
事
例
を
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
研
修
会
に
参
加
さ
れ
た

す
べ
て
の
方
か
ら
各
地
区
の
活
動
報

告
等
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

•
高
齢
者
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
よ
う

に
、
地
区
社
協
の
費
用
で
各
集
会

所
に
高
齢
者
が
座
り
や
す
い
椅
子

を
購
入
し
た
。

•
毎
月
の
サ
ロ
ン
で
お
誕
生
日
会
を

し
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
い
る
。

•
地
区
社
協
活
動
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
広
報
誌
を
発
行
し
て

い
る
。

•
毎
週
１
回
サ
ロ
ン
で
介
護
予
防
体

操
を
し
、
体
操
に
来
ら
れ
な
い
人

も
誰
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
２

ヶ
月
に
１
回
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
と
食
事
を
す
る
サ
ロ
ン
を
し

て
い
る
。

•
地
区
の
皆
さ
ん
に
親
孝
行
だ
と
思

っ
て
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
も
ら

い
、
い
ず
れ
は
自
分
の
た
め
に
な

る
と
話
し
合
っ
て
い
る
。

•
サ
ロ
ン
は
自
分
達
の
た
め
だ
と
思

っ
て
楽
し
ん
で
実
施
し
て
い
る
。

•
今
日
聞
い
た
こ
と
を
参
考
に
し
な

　

が
ら
自
分
の
地
区
社
協
活
動
に
活

か
し
た
い
。

と
い
う
よ
う
な
意
見
や
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
各
地
区
で
創
意
工
夫
を
し

な
が
ら
地
区
社
協
活
動
・
サ
ロ
ン
活

動
を
さ
れ
て
い
る
情
報
交
換
が
今
後

の
活
動
へ
つ
な
が
る
よ
う
に
と
今
年

度
中
に
も
う
１
回
意
見
交
換
会
開
催

を
決
め
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

作
東
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
研
修
会
を
開
催

作
東
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
研
修
会
を
開
催

特 長
●活動場所と自宅との往復途上の事故も補償

●熱中症（日射病・熱射病）による障害も補償

●ボランティア自身の食中毒や特定感染症も補償

●地震等天災によるケガも補償（天災タイプ加入の場合）

お申し込み、ご照会、あなたの地域の社会福祉協議会へ

この保険は、全国社会福祉協議会が保険会社と一括して契約を行う団体契約です。

社会福祉法人
全国社会福祉協議会団 体 契 約 者

株式会社　福祉保険サービス 〒100-0013
東京都千代田区霞が関3丁目3番2号　新霞が関ビル17Ｆ

TEL：03（3581）4667　FAX:03（3581）4763
h t t p : / /www. fukush i hoken .co. j p 〈引受幹事保険会社〉日本興亜損害保険株式会社

取 扱 代 理 店

ボランティア活動保険
日本国内でのボランティ

ア活動中のケガや賠償事故を補償！

安心を支えま
す

ボランティア行事用保険
地域福祉活動の一環として行うボランティアに関する

行事におけるケガや賠償事故を補償！

福祉サービス総合補償
ヘルパー・ケアマネジャー等の活動中の

ケガや賠償事故を補償！

送 迎 サ ー ビ ス 補 償
送迎・移送サービス中の自動車事故等によるケガを補償！

年　間
保険料 Ａプラン...280円　Ｂプラン...420円 天災タイプも

あります。

作東公民館で地域社協の研修会を開催
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大
原
支
所

勝
田
支
所

いはい!

　

勝
田
地
区
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
『
ひ
ま

わ
り
会
』
は
10
月
19
日
㈬
、
鳥
取
県
の
羽
合

温
泉
に
て
親
睦
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

人
情
芝
居
や
舞
踊
シ
ョ
ー
を
観
覧
し
、
皆

さ
ん
は
そ
の
力
強
い
芝
居
に
見
入
り
、
感
動

さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

舞
踊
シ
ョ
ー
で
は
素
敵
な
衣
装
で
美
し
く
舞

う
姿
に
う
っ
と
り
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
頃
一
人
暮
ら
し
の
方
同
士
、
悩
み
や
思

い
を
語
り
合
い
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
仲
間
と

の
再
会
を
喜
ば
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
さ
れ
ま
し
た
。

﹃
ひ
ま
わ
り
会
﹄

　
　
　

親
睦
交
流
会

　

10
月
18
日
㈫
、讃
甘
交
流
館
大
ホ
ー
ル
で「
応
急
処
置

と
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
」と
題
し
て
日
赤
協
賛
員
会

の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

美
作
市「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」を
利
用
し

て
美
作
市
消
防
署
の
職
員
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
実
習
を
交
え
て

指
導
し
て
い
た
だ
き
、身
近
な
も
の
を
使
っ
て
担
架
を
作

る
方
法
や
、三
角
巾
の
使
い
方
な
ど
熱
心
に
受
講
さ
れ
て

い
ま
し
た
。「
大
規
模
な
災
害
が
起
き
た
時
、す
ぐ
に
助
け

は
来
ま
せ
ん
。身
近
な
人
た
ち
と
協
力
し
て
、し
の
い
で

く
だ
さ
い
」と
の
こ
と
。ま
ず
隣
近
所
で
協
力
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
中
で
被
災
者
の
方
が「
震
災
の
１
日
前
に
戻
れ
た
ら
何
を
し
ま
す
か
」の
問
い
に

「
懐
中
電
灯
に
新
し
い
電
池
を
入
れ
る
」「
３
日
分
の
非
常
食
を
用
意
し
て
お
く
」「
上
か
ら

物
が
落
ち
な
い
よ
う
に
す
る
」と
答
え
ら
れ
て
お
り
、ど
れ
も
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
ば
か
り

な
の
で
、帰
っ
て
す
ぐ
に
実
践
し
よ
う
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

10
月
４
日
㈫
、大
原
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室
で
子
育
て
サ
ロ

ン
ま
め
っ
こ
料
理
教
室
が
開
催
さ
れ
、ク
ッ
キ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
見
守
り
を
し
て
い
た
だ
き
、

お
母
さ
ん
同
士
も
お
し
ゃ
べ
り
を
楽

し
め
た
よ
う
で
す
。色
々
な
形
の

お
い
し
そ
う
な
ク
ッ
キ
ー
が
焼

き
上
が
り
、子
供
た
ち
も
大
喜
び
で
し
た
。

　

子
育
て
サ
ロ
ン
ま
め
っ
こ
は
毎
週
火
曜
日
10
時
か
ら
大
原

保
健
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
ル
ー
ム
で
開
催
し
て
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
楽
し
い
催
し
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、お
友
達
を

誘
っ
て
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
赤
協
賛
員
会
の
研
修
会

お
い
し
い
ク
ッ
キ
ー
が
で
き
た
よ

︵
子
育
て
サ
ロ
ン
ま
め
っ
こ
︶

羽合温泉「千年亭」にて

市消防職員による実習指導
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い!はい!

東
粟
倉
支
所

　

10
月
23
日
㈰
、
囲
碁
ボ
ー
ル
発
祥
の
地
・
兵
庫
県
丹
波
市
柏
原
町
で
開
催
さ
れ

た
「
第
40
回
丹
波
市
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会
」
で
、
東
粟
倉
地
域
か
ら
出
場
し
た
老
人

ク
ラ
ブ
「
入
谷
チ
ー
ム
」
が
団
体
戦
で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

囲
碁
ボ
ー
ル
誕
生
20
周
年
を
記
念
し
開
催
さ
れ
た
本
大
会
に
、
平
成
17
年
か
ら

囲
碁
ボ
ー
ル
を
通
じ
た
交
流
を
続
け
て
い
る
東
粟
倉
地
域
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
の
代

表
５
チ
ー
ム
が
招
待
を

受
け
、
出
場
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
32
チ
ー
ム

96
名
が
出
場
し
、
個
人

戦
と
団
体
戦
が
行
わ
れ
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

団
体
戦
で
優
勝
し
た

「
入
谷
チ
ー
ム
」
の
３

選
手
に
は
、
優
勝
メ
ダ

ル
と
地
元
で
採
れ
た
松

茸
が
手
渡
さ
れ
、
満
面

の
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ん
ば

か
り
で
し
た
。

丹
波
市
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会
で
、

東
粟
倉
﹁
入
谷
チ
ー
ム
﹂
が
団
体
戦
優
勝
！

お知らせお知らせ

問い合わせ 美作市ファミリー・サポート・センター
TEL 72-3961

つみき＆もちつき交流会つみき＆もちつき交流会

と　き▶ 平成23年12月18日㈰
 10：00～13：00
ところ▶ 世代交流多目的ホール（美作市北山）

　美作市ファミリー・サポート・センターでは、上記日
程にて交流会を開催します。つみき3000個を使って、大
きなタワーをはじめ思い思いの作品をつくるコーナーと
もちつきをします。小学生までの子どもとその親が対象
です。たくさんの方のご参加をお待ちしています。

　美作市、美作市社会福祉協議会、美作市遺族会主
催の美作市戦没者追悼式が10月29日㈯、美作文化セ
ンターで開かれ、戦争で犠牲となられた方々の冥福を
参列者約300人が祈り、平和への決意を新たにしまし
た。
　式典では、安東美孝市長が、「現在の平和と繁栄は
尊い犠牲者の存在があったからこそ。悲惨な歴史を
忘れず、子どもたちに伝えていく」と誓いました。
　美作市遺族会を代表して真野みよ子婦人部副部長
が、「英霊の尊い犠牲を決して無駄にはしてはならな
いと思い、生きてきました。これからも平和の意味を考
えていきたい」と述べ、参列者は慰霊柱に向けて菊を
献花しました。

戦争犠牲者の冥福を祈る

～美作市戦没者追悼式～

つみきのタワー もちつきの様子

献花する遺族会員

優勝した入谷チームの皆さん

──ファミサポの輪を広げよう──

美作市ファミリー・サポート・センター交流会
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新評議員紹介

内科・消化器内科・小児科・腎臓内科・形成外科・美容外科

TEL:0868‐72‐4373
FAX:0868‐72‐5538

〒707-0061
美作市中山１４８２-３

　美作市社会福祉協議会は、11月18日㈮に理事会を開催し、新たに次の方が評議員に選任されまし
た。(敬称略)

評議員　　小渕　善治（行政事務連絡協議会の代表者：美作市滝）
　　　　　春名　恒昭（老人クラブ連合会の代表者：美作市東吉田)

　美作市社会福祉協議会では、“ふれ
あい・いきいきサロン”の活動支援の
ためにレクリェーション用品の無料貸
出を行っています。
　今回は「バッゴー」をご紹介します。

　バッゴーは、15cm角のバッグを斜めになったボードの穴に向かって投げ、得点を競うゲー
ムです。ボードとの距離を調節することもできますので、誰でも楽しめるのも魅力です。
　バッグを投げるだけの単純なゲームですが、バッグがボードの上を滑って穴に入るので、
同じチームの人がボードの上に残したバッグを次の人が投げたバッグが引き連れて、穴に入
れたりすることもあり、いつもチーム対抗戦は大変盛り上がります。

バッゴーバッゴーその5

社協イチ押し！
レクリェーション用品紹介コーナー
社協イチ押し！
レクリェーション用品紹介コーナー
社協イチ押し！
レクリェーション用品紹介コーナー

※詳しくは、美作市社会福祉協議会各支所までお問い合わせください。
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社会福祉法人 幸輝会 幸輝会は、地域の皆様に分かりやすく、
丁寧に優しくサービスを提供いたします。
どうぞ、お気軽にご相談ください。

入所部門

在宅部門

み ま さ か 園
さ い わ い

特別養護老人ホーム

ケ ア ハ ウ ス

〒707-0014  美作市北山404-1　☎0868-73-6100㈹

ケアプランセンター
デイサービスセンター
ヘルパーセンター

シ ョ ー ト ス テ イ

ゆうゆうの里

ゆうゆうの里

ゆうゆうの里

みまさか園

みまさかデイサービスセンター

　このページは、社協に周知された民間助成金情報の一部を掲載しています。助成事業の内容等、詳細につい
ては、各団体に直接お問い合わせください。

【主　　　　　　旨】

【募 集 期 間】

【公 募 テ ー マ】

【対　　　　　　象】

【公募事業の条件】

【事業の実施年度】

【県民局の経費負担】

【申込・問合せ先】

美作県民局では「快適生活県おかやま」の実現に向け、当県民局と協働して地域の課題
を解決し、活力ある地域を実現するための取り組み（「美作夢づくり協働事業　平成24
年度実施」）を募集しています。各種団体の皆様の自由な発想と情熱による「協働事業
の企画と実施」の提案をお待ちしております。

平成23年10月17日～12月9日　最終日消印有効

美作地域の諸課題の解決に向けた先進的なテーマであり、美作県民局との協働により実
施できる事業であれば、テーマは問いません。

応募資格　次の要件をすべて満たす県内の団体とします。なお、個人は対象としません。
⑴提案事業の遂行に必要な組織・人員を有し、美作県民局と協働して提案事業を最後ま
で適正に実施でき、実績報告が提出できること
⑵組織の運営に関する規則（規約、会則等）又はこれに準ずるものがあること
⑶予算・決算を適正に行っていること
⑷１年以上継続して活動していること
⑸宗教活動や政治活動を主たる目的とした団体でないこと
⑹特定の公職者や政党を推薦し、支持し、反対することを目的とした団体ではないこと
⑺暴力団又はその構成員の統制下にある団体ではないこと

提案する事業は、次の条件をすべて満たす事業とします。
⑴美作県民局管内で実施する事業であること（美作県民局管内は、津山市、真庭市、美
作市、新庄村、鏡野町、勝央町、奈義町、西粟倉村、久米南町、美咲町の10市町村）
⑵公益的、社会貢献的事業であり、広く社会的課題の解決が図られること
⑶美作県民局と協働することにより、相乗効果が得られる事業であること
⑷地域住民のニーズが認められ、実施により満足度が高まる事業であること
⑸先進性、継続性が認められ、他の模範となる事業であること

今回の公募は平成24年度の単年度事業として採択します。

事業費のうち美作県民局が負担する経費は、事業の内容等により、予算の範囲内で協議
のうえ決定することとします。

〒708-8506　津山市山下53　美作県民局 地域政策部 協働推進室 企業班
 TEL：0868-23-1259 ／ FAX：0868-22-1974

助成金情報（民間助成事業のご案内）

美作県民局　協働事業のアイデアとパートナー募集
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ン
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８
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編
集
後
記

一
般
寄
付

本所・作東支所
〒709-4234　美作市江見２８０
TEL（0868）７５－２６２２　FAX（0868）７５－７０８１

大原支所
〒707-0412　美作市古町１８５０－１
TEL（0868）７８－０５０９　FAX（0868）７８－３２３０

美作支所
〒707-0014　美作市北山４０１
TEL（0868）７２－３６７７　FAX（0868）７２－３９６９

勝田支所
〒707-0201　美作市梶並７０
TEL（0868）７７－２９００　FAX（0868）７７－２９３３

東粟倉支所
〒707-0403　美作市東青野８４４－１
TEL（0868）７８－２８００　FAX（0868）７８－２９４６

英田支所
〒701-2604　美作市福本８０６－１
TEL（0868）７４－２４８８　FAX（0868）７４－３２３２

編集・発行　　社会福祉法人 美作市社会福祉協議会

　

平
成
23
年
10
月
20
日
発
行
の
社

協
だ
よ
り
「
は
い
！
社
協
で
す
！

№
40
号
」
に
、
以
下
の
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す

「
多
額
の
ご
芳
志
」

香
典
返
し
の
２
段
11
行
目

〔
誤
〕
中
山　

香
和　
　

勇　

様

（
亡　

正　

夫
）

〔
正
〕
中
山　

香
和　
　

勇　

様

（
亡　

玉　

夫
）

︵
訂
正
と
お
詫
び
︶


